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○ 参加者について 

第一分科会には、41 名の教職員等が参加した。申し込み時に参加者が申請した所属・職種等の

情報を基に、参加者の属性を分析した。なお、「参加者」とは、国公私立大学、短期大学及び関係

機関の「通常会員」であり、運営スタッフである「幹事」及び「運営協力者」を除く。 

 

  

 

昨年よりも参加者が減少（56→41）したが、同日に国立大学法人等評価実務担当者説明会が開

催されるなど大学評価関連の別の催事と日程の重なりがあったことが理由の一つと考えられる。 

職種別の参加者比率は、職員が 88％、教員が 12％であった。また、職員の職層を「課長等」

及び「係長・係員等」、教員の職層を「教授等」、「准教授」、「講師」及び「助教」に分けて示した

ところ、職員の係長・係員等が 66％と最も多く、次が職員の課長等で 27％であった。職員の参

加が多いのは、本集会が実務的な内容を扱った研修会であることと、各大学において大学評価業

務を職員が担っているケースが多いためと考えられる。 

 

  

 

性別は、男性が 78％、女性が 22％であった。また、職種別とあわせると、男性職員が 68％と

最も多く、男性の係長・係員等が全体の 51％を占めていた。 

66%

22% 5% 7%
0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

係
長

・
係

員
等

課
長

等

教
授

等

准
教

授
・
講

師
等

職員 教員

職種別詳細（N=41)

68%

10%
20%

2%
0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

職員 教員 職員 教員

男 女

性別・職種別詳細（N=41）



2 
 

 

  

 

所属区分別では、国立大学が 46％を占めており、私立大学が 37％、関係機関から 12％の参加

があった。地区ブロック別では、近畿地区が 29％と最も多く、関東地区が 20％であった。 

地域ブロック・所属区分別と職種別をあわせて確認すると、国立大学職員は中国・四国地区の

10％が最も多かった。また、私立大学職員は近畿地区の 17％が最も多く、これは同地区の昨年の

状況と比べて増加していた。 

 

 

（藤井［名古屋大］・大野［鳥取大］・嶌田［茨城大］） 
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